
1990年出土の木簡

(5) 

観
世
音
寺
地
区
に
つ
い
て
は

．
 

・
ヽ
j府宰ぱ

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

の
付
近
は

「観
世
音
寺
境
内
お

次
第
に
衰
微
し
た
。
現
在
、
こ

ま
で
は
栄
え
た
が
、
そ
の
後
は

一
に
数
え
ら
れ
た
。
乎
安
前
期

そ
の
戒
壇
院
は
日
本
三
戒
壇
の

院
の
筆
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

(3) 

7
 
6
 

府
で
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
が
調
綿
に
関
す
る
も
の
と
す
れ

ば
、
そ
の
出
土
の
意
味
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
ー
り
の
四
点
は
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
物
品
の
量
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
③
の
乾
年
魚
を
除
き
、
品
名
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

関
係
文
献

平
成
二
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
(
-
九
九

（
倉
住
靖
彦
）

福
岡
・
観
世
音
寺
跡
（
東
辺
中
央
部
）

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

奈
良
時
代

1
室
町
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

観
世
音
寺
は
天
智
天
皇
が
朝
倉
橘
広
庭
宮
で
崩
じ
た
斉
明
天
皇
追
善
の
た
め

に
発
願
し
た
寺
院
で
、
天
乎
一
八
年
（
七
四
六
）
に
完
成
し
た
。
大
宰
府
管
内
寺

よ
び
子
院
跡
」
と
し
て
国
の
史

5
 

寺
院
跡

一年）

4
 

石
松
好
雄
ほ
か

九
州
歴
史
資
料
館
『
大
宰
府
史
跡

3

発
掘
機
関

，
 

2

調
査
期
間

1

所
在
地

福
岡
県
太
宰
府
市
大
字
観
世
音
寺
字
今
道

一
九
八
九
年
（
平
1
)

三
月

l
八
月

九
州
歴
史
資
料
館
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0
年） 九
州
歴
史
資
料
館
『
大
宰
府
史
跡

9

関
係
文
献

に
二
点
の
墨
痕
の
な
い
木
簡
状
木
片
が
あ
る
。

8
 

こ
れ
ま
で
に
数
次
の
調
査
を
行
な
い
、
多
く
の
知
見
を
得
て
い
る
。
今
回
の
調

査
で
は
主
目
的
で
あ
っ
た
東
面
築
地
の
遺
構
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
礎
石

建
物
二
棟
、
掘
立
柱
建
物
二
棟
、
井
戸
一
五
基
、
溝
六
条
な
ど
の
遺
構
を
検
出

し
た
。
こ
れ
ら
は
八
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
大
き
く
三
時
期
に
分

け
ら
れ
る
が
、
建
物
や
井
戸
の
大
部
分
は
第
III
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

出
土
遺
物
は
、
各
種
の
土
器

・
陶
磁
器

・
瓦

・
木
製
品

・
銅
銭
な
ど
、
従
来

の
調
査
で
検
出
し
た
も
の
と
大
差
な
い
が
、
鰐
口
に
似
た
仏
具
で
あ
る
金
鼓
の

鋳
型
は
注
目
さ
れ
る
。
か
な
り
破
損
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
復
原
で
き
、
共
伴
し

木
簡
一
点
は
発
掘
区
中
央
部
の
や
や
東
寄
り
に
位
置
す
る
南
北
大
溝
の
北
半

部
で
検
出
し
た
。

木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
卒
塔
婆
で
、
時
期
的
に
は
一

―
世
紀
後
半
と
推
定
で
き
る
。
全
体
に

棒
状
を
呈
す
る
が
、
頂
部
を
尖
ら
せ
、
二
段
の
切
り
込
み
部

・
額
部
を
設
け
、

そ
の
下
位
約
―
―
―
-
c
m
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
平
面
を
作
っ
て
い
る
。
全
長
―

1
0
・

八
e
m
、
最
大
幅
ニ

・
三
e
m
で
あ
る
。
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
れ
ば
、
上
端
近
く
の

乎
面
部
に
五
文
字
程
度
の
墨
痕
が
見
ら
れ
る
が
、
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

ほ
か

平
成
元
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
(
-
九
九

（
倉
住
靖
彦
）

た
土
器
か
ら
奈
良
末
期
な
い
し
平
安
初
頭
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

厨
」
）

「
大
」
な
ど
の
墨
書

・
ヘ

（
あ
る
い
は
「
養
父

か
け
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
年
度
か
ら
一
九
九

0
年
度
に

白
石
町
教
育
委
員
会
が
一
九
八

整
備
事
業
に
伴
う
本
調
査
で
、

遺
跡
の
調
査
は
、
県
営
圃
場

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

四
ー
八
世
紀

7

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

多
田
遣
跡
は
白
石
平
野
の
北
西
部
に
あ
た
り
、
白
石
町
中
心
部
よ
り
西
約
一

·

五
k
m
、
標
高
約
ニ・
0
1
二
•

四
m
を
測
る
水
田
地
帯
に
広
が
っ
て
い
る
。

水
路
予
定
地
と
い
う
限
ら
れ
た

範
囲
の
調
査
で
は
あ
っ
た
が
、

「
養
入
厨
」

6
 
5
 

集
落
跡

4
 

渡
部
俊
哉

3

発
掘
機
関

2

調
査
期
問

1

所
在
地

佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町
大
字
今
泉
字
多
田

一
九
八
九
年
（
乎
1
)

八
月

1
―
一
月

白
石
町
教
育
委
員
会

た

だ

佐
賀

・
多
田
遺
跡
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